










歯牙の形態 ・ 色調に問題をもつ成人Ⅰ級上下顎前突症例

図 8　　側面頭部Ｘ線規格写真のトレーシングの重ね合わせ
　　　　　実線：初診時（29 歳 9ヵ月）
　　　　　破線：動的治療終了時（32 歳 1ヵ月）
　　　　　1 点破線：保定・補綴終了時（42 歳 2ヵ月）

Ｓ-Ｎ平面（Ｓ基準）重ね合わせ 上顎： ＡＮＳ-ＰＮＳ平面（ＡＮＳ基準）重ね合わせ
下顎：下顎舌縁平面（Ｍｅ基準）重ね合わせ

134.0°に変化した。 すなわち上下顎前歯は、 ともに舌側
傾斜し、 歯根は圧下した。 上下顎臼歯は、  ともに1mm
近心移動した。 矯正装置の除去は、 アンテリアカップリ
ングが得られていることを確認して行った。 そして、 バ
ーティカルストップを矯正後、 補綴と咬合調整にてさら
に安定させた。 そのため、 静的咬合の安定が得られた。
その結果、 保定後の後戻りは観られてない。 ただし、 咀
嚼・嚥下・発音といった生理的機能やパラファンクショ
ンといった非生理的機能に対する観察は続ける必要があ
る。 歯牙形態・色調の問題は補綴と咬合調整とホワイト
ニングにて改善された。

Ⅳ　考察・まとめ

　本症例の術前のANB角は、 Husseels / Nandaの公式
から補正ANB5.1°になる。 そのANB角を用いるのであ
るから、 術前の上下顎前歯の軸傾斜も補正されるべきで 

ある。 つまり、 ANBが5° となる位置までＮをSN line
に沿ってトレース上で前方へ移動し、 新たにNB lineを
設定した時、 L1 to NBは8.5mmとなる。 また、 新たに
NA lineを設定した時、 U1 to NAは2.5mmとなる。 す
なわち、 本症例は、 AN B は 5° 、 U1 to NAは2.5mm、
L1 to NBは8.5mm、 クラウディング8.0mmの症例とい
える。
　治療目標としてLASのモディファイドゴール、 ANB
5° 、 U1 to NA 1mm、 L1 to NB 5.5mmを参考とした。
ANB5° の時のL1 to NBの理想値は5.5mmとなるため、
L1 to NBは8.5－5.5＝3.0mm後退する必要があり、 U1
to NAの理想値は1.0mmとなるためU1 to NAは2.5－
1.0mm＝1.5mm後退する必要がある。 ゆえに、 本症例
のL1 to NBの位置は10.5－3.0＝7.5mm、  U1 to NAの位
置は2.0－1.5＝0.5mmの位置を目標とした。 また、
SNA・SNBとも大きいため、 上下口唇の改善のため、
上下顎臼歯の固定は最大とし、 前歯を牽引した。そし
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